
日
本
中
の
企
業
が
注
目
す
る

ヘ
ル
ス
ケ
ア
市
場
と
は

現
在
、
日
本
の
総
人
口
は
約

１
億
２
、

６
０
０
万
人
、
前
年

比
で
約
27
万
人
減
少
し
て
い

る
。
総
務
省
に
よ
れ
ば
、
２
０

１
１
年
が
人
口
減
少
社
会
元
年

と
さ
れ
、
以
降
、
減
少
の
一
途

を
辿
っ
て
い
る
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
を

み
る
と
、
12
年
の
３
、

０
５
８

万
人
に
対
し
、
25
年
に
は
３
、

６
５
７
万
人
に
な
る
と
推
計
さ

れ
て
い
る（
図
表
１
参
照
）。
ま

た
、「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常

生
活
自
立
度
」Ⅱ
以
上
の
高
齢

者
に
つ
い
て
も
、
２
０
２
５
に

は
４
７
０
万
人
と
な
り
、
65
歳

以
上
の
人
口
に
占
め
る
割
合
は

12
・
８
％
に
な
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る（
図
表
２
参
照
）。

少
子
高
齢
化
は
、
働
き
手
の

減
少
に
よ
り
国
全
体
の
生
産

力
、
ひ
い
て
は
税
収
を
下
げ
、

一
方
で
年
金
、
医
療
・
介
護
保

険
な
ど
の
社
会
保
障
費
の
増
大

を
招
き
、
国
の
財
政
を
圧
迫
す

る
こ
と
に
な
る
。

ヘ
ル
ス
ケ
ア
市
場
で
注
目
は

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層

日
本
は
今
、
人
口
構
成
・
世

帯
構
成
の
変
革
期
を
迎
え
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
消
費
構
造
の

変
化
も
生
じ
、
企
業
が
存
続
し
て

い
く
た
め
は
、
少
子
高
齢
化
時
代

に
適
応
す
る
経
営
戦
略
を
打
ち

だ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

医
療
・
介
護
業
界
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
す
る
技
研
商
事
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
の
市
川
史

祥
氏（
営
業
推
進
部
部
長
・
介

護
福
祉
経
営
士
２
級
）は
、「
シ

ニ
ア
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
を

模
索
す
る
一
般
企
業
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
が
、
以
前
よ
り
増
え

ま
し
た
。特
に
、介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
な
い
ア
ク
テ
ィ

ブ
シ
ニ
ア
層
を
対
象
と
し
た
介

護
予
防
を
は
じ
め
と
す
る
健
康

関
連
分
野
の
サ
ー
ビ
ス
・
商
品

開
発
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
が
、

介
護
保
険
利
用
者
に
比
べ
圧
倒

的
に
人
数
が
多
い
こ
と
が
理
由
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介護の魅力と価値を高めるのはあなたです

日
本
中
の
企
業
が
ヘ
ル
ス
ケ
ア
市
場
に
熱
視
線
！

今
後
予
想
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
と
は

日
本
の
少
子
高
齢
化
は
、
社
会
保
障
費
を
増
大
さ
せ
財
政
を
圧
迫
し
、
国
全
体
を
取
り
巻
く
最
大
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。一
方
、
高
齢
化
率
が

上
が
る
と
い
う
こ
と
は
、
高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
市
場
の
拡
大
に
も
繋
が
る
。最
近
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
介

護
事
業
へ
の
参
入
や
高
齢
者
向
け
商
品
を
開
発
す
る
一
般
企
業
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。今
後
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
市
場
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
く
の
か
。ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
参
入
す
る
企
業
の
動
向
か
ら
市
場
を
探
っ
て
い
く
。

と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
」と
話

し
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
単
独
世

帯
や
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り（
図
表

３
）、
見
守
り
や
安
否
の
確
認
、

遠
隔
地
に
暮
ら
す
家
族
へ
の

情
報
提
供
な
ど
の
商
品
開
発

も
進
ん
で
い
る
。
今
後
も
、

他
業
種
の
介
護
分
野
へ
の
参

入
に
よ
る
、
高
齢
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
商
品
の
開
発

が
活
発
に
な
る
だ
ろ
う
。

医
療
・
介
護
施
設
の
大
型
化

併
設
化
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
に

次
世
代
対
応
型
医
療
施
設

デ
ィ
ー
ズ
ス
マ
ー
ト
メ
デ
ィ
カ

ル
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

け
住
宅
な
ど
医
療
介
護
分
野
の

建
設
に
力
を
入
れ
る
大
和
ハ
ウ

ス
工
業
株
式
会
社
の
今
井
高
浩

氏（
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
研
究
所

所
長
）は
、「
在
宅
ケ
ア
の
充
実

な
ど
医
療
・
介
護
の
連
携
に
加

え
て
、
経
営
の
効
率
化
を
目
的

と
し
た
、
医
療
法
人
や
社
会
福

祉
法
人
の
施
設
の
大
規
模
化

は
、
今
後
も
進
ん
で
い
く
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
住
ま
い
の
視

点
か
ら
、
国
土
交
通
省
の
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
や
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
・
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
官
民
連
携
事

業
）な
ど
の
施
策
で
は
、
民
間

の
知
恵
や
資
金
を
活
用
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性

に
基
づ
き
、
公
共
交
通
の
充
実

や
高
齢
者
な
ど
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
住
宅
の
整
備
等
を
行
お

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
医
療
介
護
事
業
者
と
民
間

企
業
が
協
同
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン

や
商
業
施
設
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
保
育
所
な
ど

を
併
設
す
る
複
合
施
設
の
建
設

も
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」と
話
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
少
子
高

齢
化
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
医
療
介
護
事
業
者
を

は
じ
め
一
般
企
業
か
ら
も
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
開
発

に
参
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
先
メ
イ
ン
顧

客
と
な
る
の
は
、
今
年
65
歳

を
迎
え
る
団
塊
の
世
代
。
高

度
経
済
成
長
と
共
に
歩
ん
で

き
た
世
代
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
う
視
点
で
ヘ
ル
ス

ケ
ア
市
場
を
捉
え
る
必
要
が

あ
る
。

最
後
に
、
当
協
会
の
認
定

資
格「
介
護
福
祉
経
営
士
」は
、

介
護
事
業
所
を
は
じ
め
、
医

療
機
関
や
金
融
機
関
、
一
般

企
業
、
士
業
な
ど
様
々
な
業

種
か
ら
誕
生
し
て
い
る
。
取

得
者
は
、
介
護
・
福
祉
に
お

け
る
経
営
全
般
を
習
得
し
た

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、

自
身
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
資

格
取
得
者
達
の
持
つ
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
活
か
し
、
協
働

す
る
こ
と
で
、
超
高
齢
時
代

を
生
き
抜
く
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
創
出
に
期
待
し

た
い
。
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図表2 「認知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱ以上の
          高齢者数の推計（括弧内は65歳以上人口対比）

（万人）

2010年

280万人
（９.5%）

345万人
（10.2%）

410万人
（11.3%）

470万人
（12.8%）

2015年 2020年 2025年

図表3 世帯主が65歳以上の単独世帯
         及び夫婦のみ世帯数の推計
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7,007
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6,254

世帯主が65歳以上の単独世帯と夫婦のみ世帯の世帯数全体に占める割合

世帯主が65歳以上の夫婦のみの世帯数

http://www.jmp.co.jp/● お問い合わせ先／（株）日本医療企画  〒101-0033  東京都千代田区神田岩本町4-14  神田平成ビル  TEL：03-3256-2862  FAX：03-3256-7499

●関東支社 ☎03-3256-2885  ●関西支社 ☎06-7660-1761  ●九州支社 ☎092-418-2828  ●北信越支社 ☎076-231-7791  ●中部支社 ☎052-209-5451  ●北海道支社 ☎011-223-5126

介護福祉経営に必要な知識を体系的に習得でき
る「介護福祉経営士テキスト」シリーズ（全21巻）。
介護・医療の現場、教育現場、経営の実務に
携わり、各分野の第一線で活躍する執筆陣に
よってまとめられた本シリーズは、一般社団法人
日本介護福祉経営人材教育協会より「介護福祉
経営士」資格認定試験推薦テキストとして採用さ
れています。

「介護福祉経営士テキスト」シリーズ（全21巻）
■ 総監修（50音順）

江草安彦
社会福祉法人旭川荘名誉理事長
川崎医療福祉大学名誉学長

大橋謙策
公益財団法人テクノエイド協会理事長
元・日本社会事業大学学長

北島政樹
国際医療福祉大学学長

■ 体　裁：各巻 B5判／1C
■ 定　価：各巻2,500円＋税

【全21巻セット】 または 【基礎編10巻セット】をご購入の方に、
介護福祉経営士２級資格認定試験対策 ――合格サポートブック――を進呈

『合格サポートブック』とは
・「介護福祉経営士テキスト」基礎編（10巻）の各巻の重要ポイントの解説
を掲載
・予想問題を掲載
・第1回「介護福祉経営士2級」資格認定試験で実際に出題された問題の
一部を掲載　※解説は（株）日本医療企画によるものです

「介護福祉経営士」資格認定試験対応　日本介護福祉経営人材教育協会　推薦テキスト 好評につき延長 ！キャンペーン 2015 年11月8日まで ！

2012年8月

65歳以上
高齢者人口（割合）

3,058万人
（24.0%）

3,395万人
（26.8%）

3,657万人
（30.3%）

3,626万人
（39.4%）

75歳以上
高齢者人口（割合）

1,511万人
（11.8%）

1,646万人
（13.0%）

2,179万人
（18.1%）

2,401万人
（26.1%）

2015年 2025年 2055年

図表1 65歳以上、75歳以上の高齢者人口の推計

「介護福祉経営士」資格認定試験合格に向けた学習教材
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北
海
道
支
部
が
つ
い
に
発
足

医
療
と
介
護
、合
同
で
つ
ど
い
も
開
催

代
表
理
事
に
多
田 

宏
氏
を
選
出

北
島
政
樹
氏
、時
田
純
氏
が
副
代
表
に

北
の
大
地
に
念
願
の
活
動
拠
点
が
完
成
―
―
。５
月
30
日
、
札
幌
市
内
で
日
本
介
護
福
祉
経
営
人
材
教
育
協
会
北
海
道
支
部
の
設
立
発
起

人
会
・
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、同
支
部
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。記
念
式
典
に
は
道
内
の「
介
護
福
祉
経
営
士
」が
集
ま
り
、お
互
い
の
活

躍
を
誓
い
合
っ
た
。

　

５
月
末
日
現
在
、
北
海
道

内
で
は
33
人
が
「
介
護
福
祉

経
営
士
２
級
」
の
資
格
認
定

を
受
け
て
い
る
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
福

祉
経
営
人
材
教
育
協
会
は
５
月

29
日
、
理
事
会
を
開
催
し
、
江

草
安
彦
・
初
代
代
表
理
事
の
死

去
に
伴
う
新
た
な
代
表
理
事
に

多
田
宏
・
副
代
表
理
事
を
選
出

し
た
。

　

北
海
道
支
部
の
設
立
発
起

人
会
は
、
同
協
会
本
部
役
員

が
立
ち
あ
い
の
も
と
行
わ

れ
、
谷
内
好
・
社
会
福
祉
法

人
渓
仁
会
法
人
本
部
理
事

長
、
三
瓶
徹
・
社
会
福
祉
法

人
北
海
長
正
会
常
務
理
事
の

理
事
就
任
が
決
ま
っ
た
。
ま

た
、
支
部
長
に
は
谷
内
氏
が

選
出
さ
れ
た
。

　

会
議
後
に
は
、
同
日
に
設

立
さ
れ
た
日
本
医
療
経
営
実

践
協
会
北
海
道
支
部
と
の
合

同
記
念
式
典
を
開
催
。
道
内

　

ま
た
、
副
代
表
理
事
に
は
北

島
政
樹
理
事
、
時
田
純
理
事
が

選
出
さ
れ
た
。

　

多
田
代
表
理
事
は
昭
和
14
年

生
ま
れ
。
昭
和
37
年
3
月
、
東

京
大
学
法
学
部
卒
業
。
同
年
４

月
、
厚
生
省
入
省
。
北
海
道
民

生
部
児
童
家
庭
課
長
、
同
部
福

祉
課
長
、
厚
生
省
保
険
局
企
画

課
長
、健
康
政
策
局
総
務
課
長
、

大
臣
官
房
会
計
課
長
、
大
臣
官

房
老
人
保
健
福
祉
部
長
な
ど
を

歴
任
。
平
成
元
年
６
月
、
内
閣

官
房
内
閣
参
事
官
室
主
席
内
閣

参
事
官
兼
内
閣
総
理
大
臣
官
房

総
務
課
長
。厚
生
省
援
護
局
長
、

か
ら
「
介
護
福
祉
経
営
士
」

「
医
療
経
営
士
」
ら
40
人
あ
ま

り
が
一
堂
に
会
し
交
流
を
深

め
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
谷
内

支
部
長
は
、「『
介
護
福
祉
経

営
士
』
の
資
格
認
定
は
あ
く

ま
で
入
り
口
。
こ
れ
か
ら
支

部
活
動
を
通
じ
て
継
続
的
に

研
鑽
を
深
め
て
、
実
践
的
な

医
療
・
介
護
経
営
の
担
い
手

を
育
て
た
い
」
と
今
後
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

大
臣
官
房
長
、
保
険
局
長
を
経

て
、
平
成
６
年
９
月
か
ら
平
成

８
年
７
月
ま
で
厚
生
事
務
次
官

に
立
っ
た
多
田
宏
本
会
代
表

理
事
は
、「
超
高
齢
社
会
を

迎
え
て
、
医
療
経
営
、
介
護

福
祉
経
営
の
舵
取
り
が
大
事

な
時
期
を
迎
え
て
い
る
。『
医

療
経
営
士
』『
介
護
福
祉
経

営
士
』
は
、
良
質
な
経
営
に

よ
っ
て
、
良
質
な
サ
ー
ビ
ス

を
地
域
に
展
開
し
て
い
く
原

動
力
」
と
述
べ
、「
お
互
い

を
切
磋
琢
磨
し
あ
え
る
活
動

基
盤
と
し
て
北
海
道
支
部
を

盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
祝

辞
を
送
っ
た
。

に
就
任
。
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー

サ
ー
ビ
ス
振
興
会
理
事
長
、
財

団
法
人
中
国
残
留
孤
児
援
護
基

金
理
事
長
な
ど
公
職
も
多
数
歴

任
し
て
い
る
。

　

な
お
本
会
の
役
員
は
表
の

通
り
。

　
「
介
護
福
祉
経
営
士
」
を

代
表
し
て
ス
ピ
ー
チ
し
た
藤

原
靖
広
・
企
業
組
合
グ
ル
ー

プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
総
合

研
究
所
理
事
長
は
、「
介
護

福
祉
経
営
士
と
い
う
資
格

は
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
も
事
業
所
の
管
理
者
育
成

に
も
と
て
も
有
益
だ
と
感
じ

る
。
自
ら
も
積
極
的
に
学
ん

で
力
を
つ
け
て
い
け
る
よ
う

な
支
部
に
し
た
い
」
と
し
、

「
介
護
福
祉
経
営
士
１
級
」

へ
の
挑
戦
を
宣
言
し
た
。

　

続
い
て
神
内
秀
之
介
・
社

会
福
祉
法
人
渓
仁
会
法
人
本

部
事
業
推
進
部
次
長
は
、「
支

部
の
設
立
で
、
北
海
道
に
医

療
と
介
護
が
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
く
土
台
が
で
き
た
。

今
後
は
新
た
な
資
格
と
し
て

『
栄
養
経
営
士
』
も
加
わ
る
。

多
職
種
が
連
携
し
た
地
域
包

括
ケ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
展
開
を
実
践
の
場

で
進
め
て
い
く
。
私
自
身
も

北
海
道
支
部
活
動
の
一
環
と

し
て
『
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー

養
成
ゼ
ミ
』
を
行
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
北
海
道
な

ら
で
は
の
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神

を
発
揮
し
て
、
先
行
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。

　

記
念
式
典
に
は
本
会
か
ら

小
笠
原
浩
一
理
事
、
林
諄
理

事
、
日
本
医
療
経
営
実
践
協

会
か
ら
小
林
利
彦
代
表
理
事

代
行
、
須
田
清
監
事
の
ほ

か
、
日
本
医
療
経
営
実
践
協

会
北
海
道
支
部
の
秋
野
豊
明

支
部
長
（
渓
仁
会
グ
ル
ー
プ

会
長
）、
竹
内
實
理
事
（
社

会
医
療
法
人
社
団
即
仁
会
医

業
経
営
研
究
所
所
長
）、
星

野
豊
理
事
（
医
療
法
人
豊
生

会
理
事
長
）、
川
股
修
二
監

事
（
あ
す
か
税
理
士
法
人
代

表
税
理
士
・
理
事
長
）
が
出

席
し
た
。

あいさつする谷内好支部長

合同記念式典に参加した役員、「介護福祉経営士」「医療経営士」による記念写真

代表理事

副代表理事

理事

監事

多田 宏

北島 政樹

時田 純

大橋 謙策

小笠原 浩一

川渕 孝一

清水 康之

中澤 明子

林  諄

太田 孝昭

公益財団法人中国残留孤児援護基金理事長

国際医療福祉大学学長、元・慶應義塾大学病院
病院長、元・慶應義塾大学医学部医学部長

社会福祉法人小田原福祉会理事長、一般社団法人
24時間在宅ケア研究会理事長、本会関東支部長

公益財団法人テクノエイド協会理事長、元・日本
社会事業大学学長

社会福祉法人せんねん村常務理事・総合施設長、
本会東海支部長

株式会社日本医療企画代表取締役、株式会社ヘ
ルスケア総合政策研究所代表取締役

OAG税理士法人代表社員、
社会福祉法人福田会理事長

東北福祉大学大学院総合福祉学研究科教授、
日本介護経営学会副会長

特定非営利活動法人福祉総合評価機構理事長、
元・川崎医療福祉大学教授

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科
医療経済学分野教授

第8回「介護福祉経営士2級」資格認定試験 ●主催：
一般社団法人
日本介護福祉経営人材教育協会

11月8日（日）実施
エントリー申込は7月27日（月）！

●試験時間／60分
●出題問数／40問
●出題形式／多肢選択式・マークシート記入
●受 験 料／8,000円（税込）
●受験要件／年齢、学歴、国籍等の制約はありません
　　　　　　（成年被後見人および被保佐人でないこと）

●試験科目
[介護福祉経営学　基礎Ⅰ]
介護福祉政策概論、介護福祉経営史、介護福祉関連法規、
介護福祉の仕組み、高齢者介護と介護技術の進歩、
介護福祉倫理学
[介護福祉経営学　基礎Ⅱ]
医療を知る、介護報酬制度／介護報酬請求事務、
介護福祉産業論、多様化する介護福祉サービス

試験のお申し込み・お問い合わせ・資料請求はウェブで … http://www.nkfk.jp/
会場：札幌・仙台・東京・名古屋・金沢・大阪・福岡（予定）ほか
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「介護福祉経営士2級」
過去問にチャレンジ！ 問題
労働基準法について、以下の選択肢のうち、
正しいものを１つ選びなさい。

① 使用者は、いかなる場合でも労働基準法に定められている法定労働
時間を超えて労働者に労働させてはならない。

② 使用者は、6カ月継続勤務し全労働日の8割以上出勤した労働者には
7日間の年次有給休暇を与えなければならない。

③ 使用者は、タイムカード等の労働時間の記録を1年間保存しなければ
ならない。

④ 使用者は、出産予定日を基準として産前6週間（多胎妊娠の場合は
14週間）以内の妊婦が請求した場合は休業させなければならない。

⑤ 就業規則を作成しなければならないのは、常時10人の正社員を使用
する事業場である。

第１回介護福祉経営士２級資格認定試験（2012年４月21日実施）
※試験問題は一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会が提供しました。
　※解答＆解説は４面に掲載しています。

http://www.jmp.co.jp/● お問い合わせ先／（株）日本医療企画  〒101-0033  東京都千代田区神田岩本町4-14  神田平成ビル  TEL：03-3256-2862  FAX：03-3256-7499

●関東支社 ☎03-3256-2885  ●関西支社 ☎06-7660-1761  ●九州支社 ☎092-418-2828  ●北信越支社 ☎076-231-7791  ●中部支社 ☎052-209-5451  ●北海道支社 ☎011-223-5126

2015年7月号
（2015年6月20日発売）

詳しくは　介護ビジョン　　検索

わかる・使える・明日が見える

●毎月20日発行
●定価：1,296円（税込）
●定期購読料：15,552円（税込）

特 集   「できません」は通じない

中重度者対応力を磨く

人・モノ・カネ・
情報を網羅した
介護経営月刊誌

脱水症対策に
取り組もう

第２特集  

暑さから高齢者の命を守れ！

 概論　在宅医の視点 ── 島田栄治　医療法人社団南星会湘南なぎさ診療所理事長
 提言　重度化対応のあるべき姿──三浦祐一　社会福祉法人天佑理事長

【介護経営のアイディア】

職員の健康を守ることもマネジメントの重
要ポイント。とりわけ介護職の持病といわ
れる腰痛は、施設・事業所の経営にも大き
な影響を与えます。
腰痛の原因の 1つに、姿勢の問題がありま
す。日常生活の癖や長年の生活スタイルか
ら生じた骨格のゆがみや、筋肉のバランス
の悪さが、腰痛の原因になることがありま
す。
そこで、職員のからだのゆがみをチェック
してみましょう。
①立ち姿勢のチェック：体重をどちらかの
足にかけて立っていませんか？

②座り方のチェック：いすに座るとき、足
を組む癖がついていませんか？

③鞄の持ち方のチェック：右手ばかり、左
手ばかり、いつも同じ側の肩に鞄をかけ
ていませんか？

　これら 3つのポイントのうち、2個以上
あてはまる場合は、からだにゆがみが生じ
る生活を送っていると考えられます。まず
は癖を治すことが肝心です。日頃の姿勢を
正したうえで、エクササイズによってバラ
ンスを整えましょう。
（『カラダにやさしい介護のしかた』（日本医
療企画刊）より一部抜粋）

Vol.3 姿勢を整え腰痛予防！

「
介
護
福
祉
経
営
士
」を
こ
う
活
用
す
る
！

「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」は
こ
れ
ま
で
、計
６
回
の
資
格
認
定
試
験
で
、総
勢
８
１
２
名
の
合
格
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。

介
護
施
設
・
事
業
所
、企
業
な
ど
か
ら
多
く
の
方
々
が
受
験
し
、合
格
し
て
い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
目
的
で
受
験
し
、ど
の
よ
う
に

「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
資
格
を
業
務
に
活
か
そ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、合
格
者
の
皆
様
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

© arkgarden- Fotolia.com

合格者の声

エフコープ生活協同組合
福祉事業部部長補佐 
福岡県福岡市

経
営
指
標
を
明
確
に
し

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

私
は
現
在
、
生
活
協
同
組
合

で
介
護
経
営
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
介
護
経
営
に
携
わ
る
よ

う
に
な
り
、
実
感
し
た
の
は
、

“
経
営
”の
視
点
を
中
心
と
し

た
職
場
運
営
の
必
要
性
で
し

た
。
歴
史
の
浅
い
介
護
経
営
の

世
界
で
は
、「
介
護
理
念
・
技

術
・
制
度
対
応
」が
先
行
し
て

お
り
、
経
営
的
な
視
点
で
事
業

を
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
状
況
を
自
身
の

行
動
か
ら
変
え
て
い
き
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
、「
介
護

福
祉
経
営
士
」の
取
得
を
目
指

す
決
意
を
し
ま
し
た
。

今
後
は
、「
介
護
福
祉
経
営

士
」の
考
え
方
に
共
感
で
き
る

ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
て
い
き
、

将
来
的
に
は
経
営
に
参
画
で
き

る
よ
う
に
育
て
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
経
営
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
指
標
を
明
確
に
し
た
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る

超
高
齢
社
会
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
総
合

研
究
所（
愛
知
県
名
古
屋
市
）は
、

医
療
・
福
祉
・
介
護
と
い
っ
た

施
設
の
開
業
・
運
営
を
支
援
す

る
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事

業
と
並
行
し
て
、
直
営
の
介
護

施
設「
シ
ン
シ
ア
」を
自
社
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
直
営
に
活
か
し
、

直
営
施
設
で
得
た
課
題
解
決
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
事
業
に
反
映
す
る
と
い
っ
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
社
で
は
、
昨
年
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
部
門
に
お
い
て
５
名

の「
介
護
福
祉
経
営
士
」が
誕
生

し
ま
し
た
。
資
格
取
得
を
推
奨

し
た
理
由
に
つ
い
て
、
取
締
役
・

経
営
管
理
本
部
長
の
鷲
見
厚
司

さ
ん
は
、「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

事
業
部
で
は
、
介
護
や
医
療
施

設
の
オ
ー
ナ
ー
と
現
場
ス
タ
ッ

フ
の
双
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
当
社
の
担

当
者
個
人
の
知
識
や
ス
キ
ル
に

【法人概要】
〒464-0075
愛知県名古屋市千種区内山3-10-17
今池セントラルビル5F
TEL：052-732-7088
FAX：052-732-6230
URL：http://gri.co.jp

頼
っ
て
い
ま
し
た
が
、
資
格
試

験
を
導
入
す
る
こ
と
で
知
識
を

標
準
化
し
、
ス
キ
ル
の
底
上
げ

と
学
び
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
と
考
え
ま

し
た
」と
語
り
ま
す
。

今
後
の
資
格
活
用
方
法
に
つ

い
て
鷲
見
さ
ん
は
、「
直
営
介

護
施
設
で
あ
る
シ
ン
シ
ア
は
、

介護福祉経営士に
取り組む法人紹介 !!

株式会社
グローバル総合研究所

資
格
に
よ
っ
て
知
識
＆
ス
キ
ル
を
統
一
化
し
、

信
頼
度
を
高
め
て
理
念
の
実
現
に
邁
進
す
る

 

林は
や
し 

浩こ
う
い
ち一

“
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
に
届

く
介
護
、
良
質
な
介
護
を
低
負

担
で
提
供
す
る
”と
い
う
理
想

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
理
想
を
実

現
す
る
に
は
、
職
員
も
利
用
者

も
オ
ー
ナ
ー
も
す
べ
て
の
人
が

“win-win

”の
関
係
に
な
る
こ

と
が
必
要
。
資
格
取
得
で
得
た

こ
と
を
オ
ー
ナ
ー
に
伝
え
、
職

員
の
教
育
に
活
用
し
な
が
ら
、

そ
の
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」と
話
し
ま

す
。
さ
ら
に
、「
今
後
も
介
護

福
祉
経
営
士
２
級
取
得
者
の
拡

大
と
、
１
級
取
得
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
図
り
つ
つ
、
よ
り
よ

い
施
設
を
少
し
で
も
増
や
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
」と
目
標
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

セミナー案内

経営環境激変！
社会福祉法人の在り方が変わる！
社会福祉法人経営 10 の課題と出口戦略
―保健・医療・福祉サービス研究会

社会福祉法人は変わらなくてはならない。社会福祉法人改革法（仮
称）、2015 年介護報酬改定をはじめとして社会福祉法人は大きな
いくつもの外圧によって否応なく変化することになった。残され
た 2018 年改定までの短期勝負に遅れることは許されない。当セ
ミナーでは、課題の理解と出口戦略を具体的な事業活動や対策案
を説明する。

■日時：2015 年７月 23 日（木）13：30 ～ 17：30
■会場：銀座同和ビル２F（ 東京都中央区銀座 7-2-22）
■会費：一般：23,800 円
■お問い合わせ：保健・医療・福祉サービス研究会　
　電話 03-6228-5995
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将
来
の
介
護
業
界
を
牽
引
す
る

ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー

養
成
ゼ
ミ
開
始
！

５
月
23
日（
土
）、
介
護
福
祉

経
営
士
北
海
道
研
究
会
と
し
て

「
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
養
成

ゼ
ミ
」が
行
わ
れ
た
。
５
月
８

日
の
第
１
回
を
皮
切
り
に
、
９

月
上
旬
ま
で
隔
週
金
曜
日
全
10

回
に
わ
た
っ
て
行
う
本
ゼ
ミ

は
、
社
会
福
祉
法
人
渓
仁
会
法

人
本
部
事
業
推
進
部
次
長
兼
事

業
推
進
部
調
査
企
画
室
室
長
の

神
内
秀
之
介
氏
が
講
師
と
な

り
、
介
護
福
祉
経
営
に
関
す
る

法
制
度
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
人
材
育
成
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
知
識
を
身
に
つ
け
、
実
務

の
現
場
で
発
揮
で
き
る
ミ
ド

ル
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
受

講
生
は
30
代
で
ミ
ド
ル
・
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
約
20

名
の
介
護
職
員
が
大
半
を
占
め

て
い
る
。

神
内
氏
は
、「
介
護
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
た

高
い
レ
ベ
ル
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
、
事
業
拡
大
や
多
角
化

を
図
る
た
め
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ

を
習
得
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」と
語
る

と
と
も
に
、
こ
れ
が
介
護
の
み

な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
役
立
つ
メ
ソ
ッ
ド
で
あ
る

こ
と
を
強
調
。
毎
回
課
題
に

沿
っ
た
発
表
担
当
を
選
出
、
担

当
者
は
次
の
回
に
ま
と
め
て
き

た
レ
ジ
ュ
メ
を
発
表
し
、
全
員

で
討
論
す
る 

“
ゼ
ミ
形
式
”も
神

内
氏
こ
だ
わ
り
の
ひ
と
つ
だ
。

２
回
目
の
ゼ
ミ
で
は
、
事
前

課
題
を
ま
と
め
た
受
講
生
２
名

が
そ
れ
ぞ
れ
社
会
政
策
に
お
け

る“
必
要
”と
い
う
考
え
方
や
必

要
原
則
と
貢
献
原
則
と
の
違
い

な
ど
を
発
表
し
、
そ
れ
を
公
的

介
護
保
険
制
度
に
置
き
換
え
て

検
証
す
る
と
ど
う
な
る
の
か
を

議
論
し
た
が
、
神
内
氏
か
ら
は

厳
し
い
質
問
や
指
摘
が
投
げ
か

け
ら
れ
る
一
幕
も
。そ
こ
に
は
、

単
な
る
文
意
の
理
解
だ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
が
ミ
ド
ル
・
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
の
自
身
の
仕
事

に
い
か
に
落
と
し
込
め
ら
れ
る

の
か
と
い
う
深
い
考
察
、
イ
ン

プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
お

け
る
明
確
な
意
識
づ
け
を
喚
起

す
る
と
い
っ
た
狙
い
が
隠
さ
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

の
掲
示
板
を
活
用
す
る
こ
と
で

も
、
時
間
内
で
は
カ
バ
ー
し
き

れ
な
か
っ
た
話
や
質
問
な
ど
も

共
有
。
将
来
の
介
護
業
界
を

リ
ー
ド
す
る
介
護
福
祉
経
営
士

の
誕
生
に
、
熱
い
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

九
州
支
部

職
員
へ
の
周
知
・
教
育
は

事
業
所
の
責
務

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に

備
え
る

九
州
支
部
は
５
月
21
日

（
木
）、「
知
っ
て
お
き
た
い
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」を
テ
ー

マ
に
、
研
究
会
を
開
催
し
た
。

ク
ロ
ス
フ
ィ
ー
ル
ズ
人
財
研
究

所
代
表
・
三
浦
修
氏
が
講
師
を

務
め
、
来
年
１
月
に
運
用
が
ス

タ
ー
ト
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
概
要
や
事
業
所
と
し
て
準

備
し
て
お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
国
民
一

人
ひ
と
り
が
持
つ
12
桁
の
番

号
。
社
会
保
障
・
税
制
度
の
効

率
性
、
透
明
性
を
高
め
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
導
入
さ
れ
、
年

金
や
雇
用
保
険
の
資
格
取
得
、

医
療
保
険
な
ど
の
給
付
請
求
な

ど
、
行
政
手
続
き
の
際
に
必
要

と
な
る
。
今
年
10
月
に
全
国
民

に
12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
付

番
さ
れ
、
来
年
１
月
か
ら
利
用

が
始
ま
る
。

三
浦
氏
は
、
介
護
事
業
所
を

含
む
、
す
べ
て
の
事
業
所
で
10

月
ま
で
に
準
備
す
べ
き
こ
と
と

し
て
、
①
職
員
に
対
す
る
周
知

の
徹
底
、
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

取
り
扱
い
規
定
の
作
成
、
③
漏

え
い
防
止
や
ア
ク
セ
ス
制
限
な

ど
安
全
管
理
措
置——

な
ど
を

挙
げ
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用

開
始
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

検
討
し
、
対
処
方
法
を
決
め
て

お
く
こ
と
が
大
切
」と
説
明
。

特
に
、
職
員
へ
の
周
知
に

対
し
て
は「
10
月
以
降『
個
人

番
号
交
付
申
請
書
』が
本
人
に

郵
送
で
通
知
さ
れ
る
の
で
、

紛
失
し
な
い
よ
う
に
ア
ナ
ウ

ン
ス
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
」

と
強
調
し
た
。

ま
た
国
で
は
、医
療
・
介
護
・

福
祉
情
報
の
管
理
連
携
に
関
す

る
事
務
手
続
き
な
ど
、
利
用
範

囲
の
拡
充
が
検
討
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
施
設
利
用
者
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
管
理
が
求
め
ら

れ
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら

れ
る
。
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
視
野
に
特
定
個
人
情
報

の
安
全
管
理
措
置
体
制
に
つ
い

て
、
事
業
所
内
で
も
話
し
合
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
」と
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
。

総
務
を
担
当
し
て
い
る
参
加

者
か
ら
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
が
な
ぜ
導
入
さ
れ
、
ど
の

よ
う
に
運
用
さ
れ
る
か
具
体
的

に
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
準
備

す
べ
き
点
が
明
確
に
な
っ
た
の

で
、さ
っ
そ
く
取
り
組
み
た
い
」

な
ど
の
満
足
の
声
が
多
く
聞
か

れ
た
。

北
海
道
支
部

Key
Word
Key
Word 「マイナンバー」

　2016年1月からマイナンバー制度（社会保
障・税番号制度）が施行されます。日本に住民
票をもつ人であれば、外国籍の人でも12桁の個
人番号が割り当てられ、1月の実施に先立つ15
年10月から、1人ひとりに順次付与されます。
　本制度は、「行政の効率化」「国民の利便
性」「公平・公正な社会の実現」を目的に創
設されました。国の行政機関や地方公共団体
は、「税」「社会保障」「災害対策」の分野に
おいて、保有する個人情報とマイナンバーを紐
づけることにより、効率的な情報の管理を行
い、さらに同一の個人に関する情報を他の機
関との間で共有・連携することができるように
なります。 
　これからは、年金や医療保険、介護保険、生
活保護、児童手当などの手続きや、確定申告な

どの税の手続きおいて、マイナンバーの記載を
求められることとなります。 
　また、事業者は、従業員に代わって、住民税
や所得税の源泉徴収、社会保険の手続きを行
うことから、従業員やその家族のマイナンバー
を取得しなければなりません。ただし、マイナン
バーは特定個人情報として、適正な取り扱いが
求められる重要な個人情報です。利用・提供・
収集に関する厳密な制限があり、保管や廃棄に
ついても法令に従わなければなりません。特に
マイナンバーを漏洩することがないよう、「組織
的」「人的」「物理的」「技術的」な安全管理措
置を講ずることが、事業者には求められます。
　実施まで半年と迫っています。事業者は組織
として、迅速かつ計画的な対応が急務となるで
しょう。

「介護福祉経営士2級」
過去問にチャレンジ！
【解答】 ④
【解答・解説】
労働基準法の内容について問う問題です。
×①　労使協定（三六協定）を締結し、労
働時間に関する取り決めを労働基準監督署
に申請することにより、法定労働時間を超
えた時間外労働や休日労働が可能になる。
三六協定とは、時間外労働・休日労働に関
し労働基準法第36条に基づくことから「サ
ブロク協定」とも言われる。書面による締
結及び所轄労働基準監督署への届出が必要
である。
×②　6か月の継続勤務・全労働日の8割以

上の出勤で、10日間の年次有給休暇を与えな
ければならない。
×③　3年間である。
○④　設問のとおり。産後休業の場合は、実
際の出産日を基準とし、その翌日から換算し
て８週間を経過しない場合、原則として休業
させなければならない。
×④　就業規則を作成する事業場の基準「常
時10人」には、正社員でないパートタイマ
ー・アルバイトなども含む。

〈テキスト『介護福祉経営士』の該当ページ〉
『基礎編Ⅰ　３巻』p.32〜43
※解答・解説は株式会社日本医療企画が作成しま
　した。

解答 解説&

一般社団法人介護福祉指導教育推進機構　 〒101-0042 東京都千代田区神田東松下町17番地もとみやビル3F
TEL:03-3526-5531　FAX:03-3526-5532　URL:http://kaigo-education.jp

お問い合わせ・
資料請求は

『介護の心を伝える』教育指導者にあなたもなりませんか？

受講料 ■27,000円（税込）　課題図書をお持ちの方　　　　定 員  ■各会場 30名
　　　 ■28,620円（税込）　課題図書をお持ちでない方

7月15日（水）

7月24日（金）

8月26日（水）

9月10日（木）

10月28日（水）

8月21日（金）

9月4日（金）

9月25日（金）

10月9日（金）

11月17日（火）

9月16日（水）

9月25日（金）

10月23日（金）

11月5日（金）

12月9日（水）

「介護福祉教育エキスパート」養成講座　開催日程
会場 第１日目 第2日目 第3日目

名古屋

東京①

大阪

福岡

東京②

受講対象

１日目：「介護とは」
２日目：「介護専門職としての職業観」
３日目：「介護における教育者像」
※各日とも13：00～17：30を予定

１日目、３日目：黒澤貞夫
（一般社団法人介護福祉指導教育推進機構代表理事、日本生活支援学会会長）

２日目：瀬戸恒彦
（一般社団法人介護福祉指導教育推進機構監事、
 公益社団法人かながわ福祉サービス振興会理事長）

介護職員初任者研修教員、実務者研修教
員、介護福祉士養成教員、介護現場の研
修担当者等、介護福祉分野のすべての教
育・指導に係る方を対象とします。

「介護福祉教育エキスパート」養成講座 講座内容

講師紹介

同講座は、３日間で、介護福祉教育の基本
について学び、人間性・社会性を磨くため
の教育ができる人材を育成することを目的
としています。介護職員の教育指導・研修
担当者の方にお勧めの講座です。

　




